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績

年度平成 81 [終了予定] 年度-　 　

出生並びに小学校及び中学校に入学した第３子以降の子供を養育する者

〔法令等名〕

8,525

0

　決算額　　(単位：千円) 8,691

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

(申請書配布枚数に対する申請数の割合)

出生時と、小・中学校入学時に祝品を支給することにより、多子世帯の経済的負担の軽減を図り、子育てしやすい環境を整え
ることを目的とする。

　

事業区分

物的給付

平成２７年度　事務事業評価シート

にぎやか家庭応援プラン実施要綱根拠法令等

事業対象

事務事業名 にぎやか家庭応援プラン

要綱

所
管

区民部

子育て支援課

[事業開始]事業の開始・終了年度

事
務
事
業
の
概
要

285

なし

対象者に３万円相当の祝品を選定してもらい贈呈する。
（１） 祝品　①出生　育児用品から１種類または図書カード・こども商品券等から1万円単位で組合せたもの
　　　　　　　②小学校入学　図書カード・こども商品券・めぐりん専用回数券から1万円単位で組合せたもの
　　　　　　　③中学校入学　図書カード・全国百貨店共通商品券・めぐりん専用回数券から1万円単位で組合せたもの
（２）贈呈時期…①出生時に申請　　②③４月該当者に申請書送付　　　各申請書提出後1～2ヶ月で配送

補助金の有無
委託内容

２６年度

なし

件支給件数

事業内容

委託の有無

事業目的

指標の名称種　別 (単位)

活動指標
290

8,525

5,735

％
成果指標

受給率

7,497　人にかかるコスト（人件費など）

3

12,351

出生時の育児用品のひとつにベビーカーがあるが、対象者のニーズに合致するよう、色の選択を可能とした。

0

90.0 94.2

12,351

3,826

0

前回評価から
改善した事項

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） 16,189

手段の適切性

事務事業コスト

(単位：千円)

[評価の理由]（区民生活への影響を十分考慮すること）

節目節目で祝品を支給する本事業は、多子世帯の経済的負担の軽減を図る有効な事業である
ため、継続して実施していく。

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

区民が安心して子供を生み育てることができるよう、多子世帯の経済的負担軽減に特化した事業となってい
る。

維持

評
価
結
果

対象者が必要とするものを祝品として贈呈することができ、経済的な負担を軽減することができている。

3 祝品送付時に同封するアンケート調査や実績をもとに、祝品については適宜見直しを行っている。

ワンストップで申請ができるよう、出生祝については児童手当等の提出時に、入学祝については個別通知によ
り制度の案内を行っている。

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

今後の方向性

目的達成度 3

0

16,189

財源項目

(単位：千円)

必要性

0

0 0

14,130

14,130

0

効率性

8,395

0

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

２５年度２４年度
目標値

（２９年度）

300

8,395

93.8

284

91.6

8,692


